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独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）は、パートナー事業者※1とともにうめき

た周辺地域への「みどり」の波及に関する先導的事業に取り組んでいます。 

屋外型リビングラボ施設「うめきた外庭 SQUARE」は、地域の方々や行政、民間企業と

ともに試行錯誤しながら「まちの将来ビジョン」を考える、地域に開かれたオープンな

場所として開設されました。 

この度、10 月から都心の中のみどり豊かな空間で、新たな技術やサービスの実証実験

等を展開する活動の拠点“「みどり」のリビングラボ”を本格始動いたします。 

 

■ポイント（実証実験内容） 

◆「ＭＩＤＯＲＩオフィス」（本社機能の移転） 

・実施主体：西尾レントオール株式会社 

・期間：2020 年 10 月５日（月）～16 日（金） 

・内容：「うめきた外庭 SQUARE」で本社業務を行います。 

・都市における緑地エリアを空間高度化（IoT 化等）す 

  ることで「BCP 対策」「賑わい創出」の検証を行います。 

 ・有事の際を想定した仮設の通信環境の下、事業継続 

の可否を実験します。 

 ・屋外におけるオフィスワークが人に与える影響を確認します。 

 

◆その他取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うめきた外庭 SQUARE」の実験空間がスタート！！  

～都心にある「みどり」のリビングラボを体感してみませんか～ 

【お問い合わせ先】 

ＵＲ都市機構 西日本支社 

都市再生業務部 うめきた都市再生事務所（南谷・工藤）（電話） 06-6292-5267 

総務部 総務課  広報担当（歌川）           （電話）06-6969-9008 

2020 年 10 月 本格始動！ 

・ＳＯＣＩＡＬ ＡＲＴ ＭＵＳＥＵＭ 

福祉実験ユニット「ヘラルボニー」とクリエイター

「IBU」が描いた作品を、うめきた外庭 SQUARE の壁面

に期間限定で展示します。 

・ラグジュアリートイレ 

これまでにはない、質の高いトイレを設置すること

で、「みどり」空間における今後のトイレの在り方を

考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設概要＞ 

施設名   ：うめきた外庭 SQUARE 

事業主体  ：ＵＲ都市機構西日本支社 うめきた都市再生事務所 

パートナー ：阪急電鉄㈱、三菱地所㈱、大阪ガス都市開発㈱、オリックス不動産㈱、 

事業者(※1)  関電不動産開発㈱、積水ハウス㈱、㈱竹中工務店、 

    うめきた開発特定目的会社、 ㈱日比谷アメニス 

開設期間  ：2020 年７月４日～2023 年３月末（1000 日間） 

WEB サイト  ：https://sotoniwa-uk.com/ 

「うめきた外庭 SQUARE」概要 

市民やユーザーと一緒に創る新しい技術・仕組みを実証実験でき

る場所として、未来のまちの在り方や働き方を考えていきます。 

スマートシティ形成に向けた ICT 等先進技術の実装やポストコロ

ナも見据えた「新しい生活様式」に即したトライアルを実施して

いきます。 

① ソーシャルディスタンス・パーク 

地域の保育園児に開放し、ソーシャルディスタンスを感じて

もらいながら元気いっぱい活動していただいています。 

■ 企業連携プロジェクト 

■ チャレンジショップ 

■ 地域連携プロジェクト 

MAP 

開催場所 

うめきた周辺でこれからビジネスを始めたい、自分のアイデア

を試したいなど意欲溢れるお店を応援します。 

第一弾は「モビマル kitchen」です。キッチンカーが日替わりで

平日 11 時から 14 時に出店しています。 

地域に開かれたオープンな場所として、地域の方々や行政ととも

に試行錯誤しながら「まちの将来ビジョン」を考えていきます。 

② 地域マルシェ 

コロナ自粛後に開放的な空間で活動再開したいという地域の

飲食店の声に応えたものです。出店者のみならず訪れた方々

にも好評です。 


